
東京医科大学及び同窓会略史

大正４年（１９１５）

月 日 当時の日本医学専門学校学生は，理事者と意見を異にし，学校経営者磯部氏に対し改革意見

を提出し，三ヶ条を決議し，血判連署を以って盟約した。

大正５年（１９１６）

５月 日 日本医学専門学校学生４５０名は，かねての盟約により同盟総退学を決行。新校設立運動をは

じめる。

９月 日 牛込神楽坂東京物理学校内に東京医学講習所を設けて開校。

東京医学専門学校創立事務所を設置し，高橋琢也氏が創立委員長，佐藤達次郎氏が教務主任

となる。

大正６年（１９１７）

６月 日 東京府豊多摩郡大久保町（現在地）に１３,９０４平方米の校地を購入。

大正７年（１９１８）

１月 木造２階建校舎５９８平方米落成。東京医学講習所は仮校舎から新校舎に移る。

４月 日 東京医学専門学校の設立認可あり。理事長に高橋琢也氏，校長に佐藤達次郎氏が就任。学生

定員４００名。

４月 日 開校記念式を挙行。この日を創立記念日と定め，今日に至る。

５月 附属博済病院開院。校長佐藤達次郎氏が院長を兼任。

７月 日 第１回卒業式挙行。卒業生 名。

大正８年（１９１９）

７月 東京医学専門学校医学士会が成立。

大正９年（１９２０）

４月 日 文部省より無試験開業資格の指定を受ける。

６月 日 指定後としての第１回卒業生を出す。

大正 年（１９２１）

６月 東京医学専門学校集談会成り，後に東京医学専門学校医学会，更に東京医科大学医学会に発

展。

大正 年（１９２３）

７月 学生定員６００名の認可が７４０名認可となる。

大正 年（１９２４）

月 高橋琢也理事長の喜寿を祝い，同窓が朝倉文雄氏の作による等身大の寿像を建立，除幕式挙

行。

大正 年（１９２５）

５月 多摩墓地内に解剖者納骨堂を建立。

月 東京医学専門学校昇格学生期成同盟会を設立。

大正 年（１９２６）

９月 医学士会は東京医学専門学校大学昇格期成後援会を設立。

昭和２年（１９２７）

月 東京在住の同窓会「東々会」が発足。

昭和３年（１９２８）

３月 日 付属病院入院病棟全部及び基礎医学教室の大半を焼失。

５月 大火災復興のため学生並びに職員がそれぞれ母校復興後援会・母校振興後援会を設立。

９月 戸山脳病院を買収し，加藤普佐次郎氏，次いで安部達人氏が院長。

昭和４年（１９２９）



２月 戸山にある付属病院，失火全焼し，廃止。

４月 付属病院の病棟木造モルタル塗２階建８０１.９平方米が落成。

月 第一期基礎医学教室鉄筋コンクリート地下１階地上３階，４,７２５.６平方米が落成。

月 日 創立十周年記念並に新校舎落成祝賀会挙行。

昭和５年（１９３０）

大正 年当時の校友会の意図により校歌の歌詞「ヒポクラテス」が土井晩翠氏作詞，昭和５

年平野主人氏作曲。

３月 母校復興後援会と振興後援会が合併し，東京医学専門学校後援会が成立。

月 母校後援会活動の結晶として，淀橋町柏木に８,１３１.２平方米の土地を買収。これが現在の付属

病院敷地の基礎となる。

昭和４年１月東京医学専門学校医学士会会員名簿を発行。

昭和６年（１９３１）

既に医学士会支部の形で活動していた支部は，関西支部，名古屋支部，大分支部，鹿児島支

部，広島支部，金沢支部，山梨支部，山形支部，青森支部，埼玉支部など。

５月 日 淀橋診療所を開き，清水茂松氏所長。

昭和７年（１９３２）

７月９日 北九会発会式が福岡市にて挙行。

月 柏木に鉄筋コンクリート２階建病棟１,５７７.４平方米が落成。

月 淀橋診療所の病棟落成を機に東大久保の博済病院を廃止統合，淀橋病院として開院，院長に

清水茂松氏が就任。西勇雄氏が清水茂松氏に代り教頭。

昭和８年（１９３３）

４月 日 淀橋病院敷地内南隅に高橋理事長舎宅を建築，後援会より贈呈。現在茨城医療センター内に

高橋会館として残す。

昭和９年（１９３４）

４月５日 東々会主催同窓懇親会が第９回日本医学会総会に際し，芝公園紅葉館にて行われ，地方及び

在京１０３名が出席。

６月 病院敷地内に隔離病舎鉄筋コンクリート２階建４９１.７平方米が落成。

昭和 年（１９３５）

１月 日 母校創立者高橋琢也翁ご逝去。この日を高橋先生記念日と定める。

１月 日 理事長高橋琢也氏の校葬挙行。校長佐藤達次郎氏が理事長に就任。

３月 後援会長佐藤達次郎氏辞任，会長に清水茂松教授，副会長に佐々一雄氏が就任。

学生定員６００名に変更。

４月２日 北陸支部発会式が金沢市にて挙行。

６月 日 「東医学園時報」創刊。

７月 日 岩手県支部発会式開催。

７月 日 宮城県支部発会式開催。

８月 日 和歌山県支部発会式開催。

月３日 沖縄支部会が那覇市にて開催。

昭和 年（１９３６）

７月 日 新潟県支部発会式開催。

８月７日 東医浪速会発足。

９月 日 台湾支部発会式が台南市にて開催。

昭和 年（１９３７）

５月９日 群馬県支部発会式開催。

６月６日 世田谷区支部発会式開催。

月 日 奈良県支部発会式開催。



月 淀橋病院鉄筋コンクリート地下１階地上３階建２,５９７.１平方米が落成。

昭和 年（１９３８）

２月１日 遠江支部発会式開催。

７月３日 第１回神奈川東医同窓会が横浜支部発会式を兼ね開催。

９月 日 満州東医会発会式が撫順市にて開催。佐々一雄氏が出席。

月６日 病院敷地内に第１臨床講堂４４５.５平方米が落成。

月 木造瓦葺モルタル塗病棟２階建６２３.７平方米が落成。

昭和 年（１９３９）

２月 学生明倫寮を移築し，第３病棟木造モルタル２階建７７５.５平方米が落成。

昭和 年（１９４０）

１月 看護婦宿舎３００.３平方米が落成。

月 日 茨城県支部発会式挙行。

月 学会誌「東京医学専門学校雑誌」創刊。

昭和 年（１９４１）

２月 日 函館支部より金５００円也が昇格促進に寄附。

８月 日 鹿児島県支部東医会が新たに発足。

昭和 年（１９４２）

５月１日 大学創立準備委員会を組織し，委員長に高橋律人常務理事就任。

８月 板橋区石神井に予科の予定地とし校地１７,７７３.８平方を購入。

９月 日 第２校舎木造モルタル塗２階建６００.６平方米が落成。

月３日 東京医科大学設立の申請を文部大臣橋田邦彦氏に提出したが時局柄許されず，当局の指示に

より申請を取り下げ。

昭和 年（１９４３）

月 日 「東医学園時報」は１３０号をもって休刊。

昭和 年（１９４４）

９月 世田谷区松原町に松原分院を開設，藤井尚久氏が院長に就任。

月９日 理事会に於て理事５名以上，監事２名以上，評議員 名以上とするよう寄附行為の改正を決

議し， 日評議員会の決議を経て，当局に認可申請書を提出。

昭和 年（１９４５）

４月 日 Ｂ の大空襲により，博済病院外来本館であった事務館，講堂，生理及び法医学教室，道場

等８棟が焼失。

５月 日 松原分院の大部分が焼失。

７月 戦災のため第１学年は長野県諏訪郡湖東村に，第２，第３学年は長野県飯田市に疎開し，終

戦後 月に帰校。

月１日 東京医学専門学校にて授業を開始。

昭和 年（１９４６）

１月 日 東京医科大学設立認可申請書を文部省に提出。

５月 日 附属東京保健女子学院設立，緒方知三郎学長が学院長を兼任。

５月 日 文部大臣安部能成氏より大学設立を認可。緒方知三郎氏が学長及び理事長に就任。

付属淀橋病院を東京医科大学病院と改称。大学昇格より東京医学専門学校医学士会は東京医

科大学同窓会と改称，同窓会会則を制定し，会長に佐々一雄氏が就任。

同窓会費は年額２００円となる。

昭和 年（１９４７）

４月 予科を開校し，清水茂松氏が予科長に就任，西大久保保善商業学校の一部を借用し，授業を

開始。

６月 昭和 年３月休刊の「東京医学専門学校雑誌」を「東京医科大学雑誌」第５巻第１号として



刊行。

８月２日 東京医学専門学校を東京医科大学専門部と名称変更が認可され。緒方知三郎学長が専門部長

を兼任。

昭和 年（１９４８）

５月 日 大学昇格三周年を兼ね，同窓会の寄贈による西病棟木造２階建１,２９６.９平方米の落成式を挙

行。同窓会は全国都道府県及び台湾に支部を置き，各支部の推薦により支部長を本部が委嘱

し，母校との連携を密にするとともに重大な事項は支部長会議において決定することにな

る。

月１日 「東医学園時報」が同窓会版として再刊。

月 日 第３校舎木造平屋建５５４.４平方米，第４校舎木造平屋建２７７.２平方米，第５校舎木造平屋建１１

５.５平方米，第６校舎木造平屋建 平方米，第７校舎木造平屋建 平方米，計５棟１,１４５.１平

方米が落成。

月 日 本学園創立 周年記念式典を挙行。

月 日 仮校舎東京保善商業から新校舎に予科が移転。

月 日 西病棟に木造２階建６２０.４平方米を増築。

昭和 年（１９４９）

３月 日 旧制大学学部の開設が認可。

３月 日 佐々一雄氏が専門部長，赤塚京治氏が保健女子学院長に就任。

４月 茨城県阿見町に３１,１４５.４平方米の土地を借入。

４月 日 学部開学式を挙行。

９月 日 茨城県阿見町に東京医科大学霞ヶ浦病院を開設。高橋不二彦氏院長就任。

月 日 結核病棟木造モルタル塗２階建２３１平方米が落成。

月 日 同窓会全国代表者大会（同窓会総会）を開催し，２千万円の校債発行を承任。

月１日 「東医学園時報」は臨時第２号をもって休刊。

昭和 年（１９５０）

３月９日 大学教授として臨床医学教員の就任が文部省より認可。

６月 日 東京医科大学新聞が発刊される。

７月 日 鳥取島根合同同窓会が玉造温泉にて挙行。

昭和 年（１９５１）

３月１日 血液銀行を開設。

３月５日 財団法人を学校法人への組織変更が文部大臣より認可。

３月 日 同上法人の登記を完了し，理事長に緒方知三郎氏が就任。

３月 日 東京医科大学維持会が設立され，佐々一雄氏が会長に就任。

３月 日 大学予科および東京保健女子学院が閉鎖。

月 日 結核病棟鉄筋コンクリート２階建１,８７７.７平方米が落成。

昭和 年（１９５２）

２月 日 新制度による東京医科大学の設置が認可，入学定員 名，総定員２４０名となる。

３月 日 専門部最後の卒業式を挙行，専門部は同日をもって閉鎖。

４月 日 新制医科大学第１回入学式挙行。

９月 日 第２臨床（外科）講堂木造モルタル塗１５５.１平方米，学生ホール８９.１平方米が落成。

月 日 同窓会年会費５００円となる。

昭和 年（１９５３）

３月 日 大学第１回卒業式挙行。卒業生 名。

４月 日 病院内に産院木造モルタル塗２階建３５６.４平方米 床が落成。

７月 日 霞ヶ浦病院病棟木造平屋建５３４.５平方米 床が落成。

月 日 「東京医科大学新聞」は第 号をもって休刊。



昭和 年（１９５４）

１月 日 結核病棟，増築鉄筋コンクリート３階建８９１平方米が落成，延２,７５９.５３平方米となる。

７月３日 病院本館４階上に１２８.７平方米の増築が完成。

９月３日 教務局を廃止し教育委員会制となり，委員長に佐野幹氏が就任。

９月 日 学位審査制度が認可。

９月 霞ヶ浦病院に木造平屋建病棟が落成。

月 日 同窓会維持会総会が開催され，東京医学専門学校創立を大正５年とすることに決定。

月１日 東京医科大学健康保険組合設立が認可。

月 日 東京医科大学同窓会維持会新聞が維持会との協力により発刊。

昭和 年（１９５５）

１月 日 神経科病棟鉄筋コンクリート地下１階，地上４階１,１２５.３平方米が落成。

６年制医科大学設置が認可，進学課程を置く。

１月 日 第１回学位審査が行なわれ，佐々一雄氏他４名が学位記を取得。

２月 日 学生ホール木造モルタル塗４３８,９平方米が落成。

３月 日 進学課程第１回入学試験。

３月 日 旧制医科大学最後の卒業式挙行７８名が卒業。

４月 日 新制度進学課程第１回入学式。

５月 日 病院開院 周年記念式挙行。

９月５日 大学本部館鉄筋コンクリート３階建９８０.１平方米が落成。

昭和 年（１９５６）

５月 日 看護婦宿舎鉄筋コンクリート４階建２,３４３平方米が落成。

９月 日 上高地診療所１２７平方米が落成。

月９日 本学創立 周年記念行事。

月 日 創立 周年記念同窓会，維持会総会開催。

昭和 年（１９５７）

３月 日 大学院設置認可。

生理学実習室木造モルタル塗１５５.１平方米が落成。

４月１日 病院付属准看護婦学校設立認可，田林綱太氏校長に就任。

４月 日 中央病棟鉄筋コンクリート地下１階地上５階３,１１５.２平方米が落成。

５月７日 第３病棟６２３.７平方米が落成。

月 日 同窓会千葉県支部創立。

月８日 外来本館鉄筋コンクリート地下１階地上６階７,６１９.７平方米が落成。基礎１号館地下１階地上

４階９９９.９平方米ならびに図書館９９０平方米の落成式挙行。

月 日 同窓会開催、次年度より会費１０００円となる。

昭和 年（１９５８）

６月 日 新に「組織及び職制並びに職員規則」が制定され，病院管理長の制度を改め，院務の管理は

院長に委嘱される。

月 日 東大久保職員寮１,１７８.１平方米が落成。

月 日 高知東医同窓会挙行。

月 日 病院敷地内に職員単身者寮１,３４６.４平方米が落成。

昭和 年（１９５９）

月 日 総会にて同窓会館建設が可決され，資金募集に着手。

月 日 福井県支部創立。

月 日 西病棟を松原敷地内に移改築して職員住宅二棟，延１,００６.５平方米， 戸が落成。

昭和 年（１９６０）

２月２日 学生単身寮鉄筋コンクリート地下１階地上３階建１,７０６.１平方米 室が落成。



３月 日 同窓会館地鎮祭。

３月 日 熱海来の宮の職員保養所にて温泉堀削中，温泉１日当り５００石の湧出を見る。

６月 日 多摩墓地に本校被解剖者新墓域「無量寿」完成。

昭和 年（１９６１）

２月９日～ 日 南病棟鉄骨鉄筋コンクリート造地下１階地上７階建９,７４１.６平方米ならびに同窓会館鉄筋コン

クリート地下１階地上４階建１,９４３.７平方米の落成式並びに披露式を挙行。

２月 日 同窓会館の贈呈式にて馬詰嘉吉会長から佐々一雄理事長に贈呈。

７月 日 創立 周年記念事業として学債 億円の募集開始。

月 日～ 日 創立 周年記念式典行事が，全国の同窓を招き大学及び厚生年金会館にて挙行。

昭和 年（１９６２）

５月 日 教員の定年規程が制定。

月 日 霞ヶ浦病院看護婦室および渡廊下木造平屋建１５８.４平方米が落成。

昭和 年（１９６３）

４月６日 第９校舎（進学課程教室）鉄筋コンクリート３階建７６２.３平方米が落成。

８月 日 全国支部長会議が開催され，学債応募額は７億円であり，募集を２ケ年延長することにな

る。

月 日 学長選挙内規が改正される。

月 日 看護婦寄宿舎鉄筋コンクリート地下１階地上７階建１,８９０.９平方米が落成。

昭和 年（１９６４）

１月 日 学生入学定員 名が認可。

４月１日 大学付属高等看護学校の設立が認可され，与謝野光氏が校長に就任。

昭和 年（１９６５）

２月 日 臨床病理学教室が独立。

４月 日 霞ヶ浦病院看護婦寄宿舎鉄筋コンクリート２階建４８５.１平方米が落成。

５月 日 第３校舎，進学課程教室，生理学教室及び図書館分館等の鉄筋コンクリート地下１階地上４

階建，延３,５０４.９平方米が落成。

７月 日 病院内職員学生兼用食堂プレハブ２階建４４２.２平方米が落成。

７月 日 同窓会地区代表委員会にて，病院の土地を拡張するための 周年記念短期学債５億円募集に

ついて賛同。

８月 日 基礎医学本館の大改修工事に着手。同 月 日完成。

月７日 同窓会，維持会総会にて学校法人寄附行為を改正し理事定員 名，監事定員３名，評議員定

員 名の原案に，賛意表明。

月１日 脳神経外科学教室が独立。

月 日 学生定員１００名に増員認可。

昭和 年（１９６６）

３月 日 同窓会，維持会支部長会議にて創立 周年記念会館建設案が承認，体育館及び講堂の設立そ

の他が決定。

５月１日 原三郎氏の執筆による「東京医大 年の歩み」が同窓会より刊行。

月８日 記念会館の落成式が行なわれ，鉄筋コンクリート地下１階地上２階２,９３３.７平方米が同窓会か

ら大学に贈呈。

月 日 大学創立 周年式典が新記念会館で挙行。

月 日 ホテルニューオータニにて常陸宮同妃両殿下御臨席のもと 周年記念式典が行なわれ，特別

講演に森戸辰男氏の「大学の当面する諸問題」。

月 ， 日 椿山荘にて職員の祝賀パーティー挙行。

昭和 年（１９６７）

１月 日 財団法人東京医大がん研究事業団よる，がんセンター放射線治療棟鉄筋コンクリート地下１



階２階建１,９３０.５平方米が落成，披露式挙行。

３月１日 中央病棟の所有権は名儀上東京中央卸売市場健康保険組合，これが本学に移譲。

高等看護学校寄宿舎鉄筋コンクリート５階建２３２平方米余が落成。

月 日 財団法人東京医大がん研究事業団成立，佐々一雄氏理事長に就任。

昭和 年（１９６８）

１月１日 病院機構改革により診療管理部が設置，部長に教授鈴木三郎氏が就任。

月刊「東京医科大学報」が創刊。

５月 日 霞ヶ浦病院増築鉄筋コンクリート１部地階付２階建２,２３４平方米が落成。

同院の 周年記念式典挙行。

昭和 年（１９６９）

３月 霞ヶ浦病院の医員宿舎鉄筋ブロック造２階建が竣工。

４月 病院電子顕微鏡室が竣工。

９月 付属高等看護学校本校々舎及び寄宿舎鉄筋コンクリート造地下１階地上５階建の増築竣工。

月９日 同窓会総会にて会則が承認。同窓会資金３千万円を後進の育成，研究助成資金とすることが

可決承任。

昭和 年（１９７０）

３月 日 同窓会臨時総会開催。本年度より年会費２千円となる。

７月 日 同窓会常任幹事会で，同窓会助成基金規定及び同窓会賞表彰規定が決定し，基金は通称「ヒ

ポクラテス基金」と決定。

月 日 次年度より同窓会総会は５月に開催することにきまる。

月 研究助成，会員福利を目的に「特別資金」造成のため生命保険部をおくことになる。

昭和 年（１９７１）

１月 日 学生定員１２０名の認可。

３月 日 付属高等看護学校別科校舎および寄宿舎鉄筋コンクリート造４階建延２,３９５.８平方米が落成。

４月７日 茨城県稲敷郡阿見町所在土地３２,５７７.６平方米，建物 棟延３.１６８平方米の国有財産の払下げを

受ける。

霞ヶ浦病院第１，２，３病棟鉄筋コンクリート平屋建が竣工。

５月 日 南病棟屋階に増築中の小児病棟が完成。薬剤室増築が完成。

６月 日 相模原市文京１丁目所在地１.９０４平方米の寄付を受け、同所９２１平方米を購入。

８月 日 本学マスタープラン委員会が発足。

９月 日 霞ヶ浦病院教育研究棟及び中央検査棟鉄筋コンクリート造２階建延１,３２５平方米が落成。

月 日 進学課程第９校舎増築鉄筋コンクリート造４階建延４６５平方米が落成。

月 日 創立 周年記念式典が記念会館で行なわれ，併わせて故佐藤達二郎名誉学長，故佐々一雄名

誉教授の胸像除幕式を挙行。

昭和 年（１９７２）

２月７日 佐々一雄先生追慕録が発刊。

３月１日 大学法人寄附行為の一部改正。

３月 日 病院内に教育棟鉄筋コンクリート５階建１,２９３平方米が落成。

４月１日 「ヒポクラテス基金」増強のため損害保険業務を行う，有限会社「ヒポクラテス社」を設

立。

６月 霞ヶ浦病院学生寮および医員宿舎鉄筋コンクリート造２階建が落成。

７月 日 大学，同窓会共催の同窓会全国支部長会議でマスタプラン学債 億円の募集を決議。

月 霞ヶ浦病院が総合病院となる。

霞ヶ浦病院看護婦宿舎鉄筋コンクリート３階建が増築。

昭和 年（１９７３）

２月 霞ヶ浦第５病棟鉄筋コンクリート２階建が落成。



３月３日 石神井職員住宅Ａ・Ｂ２棟，鉄筋コンクリート造４階建１,５１５.９平方米が落成。

４月１日 教員の定年に関する改正規定が施行。

４月５日 大学敷地内に中央校舎（動物実験センター併設）鉄筋コンクリート造地下１階地上４階建延

４,２０９平方米が落成。

５月 日 同窓会総会，終身会費制度が廃止。ヒポクラテス基金４千万円を達成。

月 日 霞ヶ浦病院の研究棟，水治療室，麻酔科病棟鉄筋プレハブ平屋建造４０１.３７平方米が落成。

昭和 年（１９７４）

３月 第３校舎の改修工事が竣工し，特にＬＬ実習室の整備完了により，語学教育の充実をみる。

３月 日 霞ヶ浦病院の給食棟，鉄筋プレハブ平家建４６３.２平方米が落成。

７月 日 理事会にて，八王子にブランチ病院を持つことを決定。

７月 高等看護学校校舎増改築工事が落成。

霞ヶ浦病院隣接私有地３,０７３.６６平方米を購入。

９月 日 霞ヶ浦病院第６病棟鉄骨プレハブ造延４４９.８２平方米平家建が落成。

月 日 理事会にて，来の宮保養所の取毀しを決定。

昭和 年（１９７５）

１月 日 理事会にて，大学病院マスタープランに関連し，周辺地区再開発構想に参画することを決

定。

４月１日 東京医科大学霞ヶ浦高等看護学校設立が認可。

月 日 霞ヶ浦病院に医師宿舎鉄筋コンクリート建２棟，並びに学生寮鉄筋コンクリート２階建延２,

５９７,１４平方米が落成。

昭和 年（１９７６）

３月 東京医科大学紀要が創刊。

４月 医学部を６年制一貫教育に改め，「進学課程」「専門課程」を廃し，従来の「３学期制」を

「前・後期制」に改める。

７月 日 財政強化委員会からの答申に基づき，財政強化答申実行会議の設置が決定。林純茂氏議長に

就任。

９月 日 大学病院周辺再開発に関し，再開発協議会の参加を決定。マスタープラン学債を 億円を目

標に，増額継続を決定。

月 日 霞ヶ浦病院に「財団法人霞ヶ浦成人病研究事業団」を設立，馬詰嘉吉氏理事長に就任。

月 日 創立 周年記念式典を記念会館にて，式典及び祝賀会を京王プラザホテルにて挙行。

月 霞ヶ浦病院隣接私有地４,６２８平方米購入。

昭和 年（１９７７）

１月 日 マスタープラン学債は 億円を突破し，新たに 億円増額となる。

３月 霞ヶ浦病院内所有地６３０.３５平方米及び建物１棟６１.２６平方米を売却し隣接地６５７平方米を購入。

院内敷地の国有地約７０８.７９平方米の払下げを受ける。

４月 献体団体「東寿会」発足。

５月 日 霞ヶ浦病院臓器別病棟鉄筋コンクリート造地下１階地上５階建延５,５０９.３４平方米が落成。

月７日 霞ヶ浦病院の女子寮，学生寮３棟鉄筋コンクリート４階１部３階建延２,１５４.１２平方米が落成。

月 日 霞ヶ浦病院の第３学生寮１棟鉄筋コンクリート造３階建延３８９.６３平方米が落成。

月８日 東京医科大学がん研究事業団 周年記念式典挙行。

昭和 年（１９７８）

４月 専修学校移行に伴い附属高等看護学校を看護専門学校に，附属霞ヶ浦高等看護学校を霞ヶ浦

看護専門学校に名称変更。

８月 日 大学基礎新館鉄筋コンクリート造地下１階地上７階建延４,２９０.９５平方米が落成し，薬理，法

医，第２生理の各教室及び看護専門学校（但し当分の間）を大学病院から移転。

８月 日 八王子医療センターに関し八王子市との間に調印式を行う。



８月 日 上高地診療所再建の地鎮祭。

月 霞ヶ浦病院開院 周年記念式典。

月２日 八王子医療センターの地鎮祭。

昭和 年（１９７９）

５月 日 大学病院周辺再開発に関し，東京都都市計画局，水道局との間に調印式を挙行。

７月 日 上高地診療所鉄筋コンクリート造２階建延べ３７６.１平方米が落成。

月 日 八王子医療センターの上棟式を挙行。

昭和 年（１９８０）

４月１日 杉江三郎氏が初代八王子医療センター長に就任。

４月 日 八王子医療センター鉄筋コンクリート造地下１階地上５階１７,５６２平方米が落成。

７月７日 東医扇山ハイツ（看護専門学校学生寄宿舎）鉄筋コンクリート造地下１階地上３階延４,３１３

平方米が落成。

９月 日 同窓会館宿泊施設の一時閉鎖。

昭和 年（１９８１）

３月 日 大学病院内に第１研究教育棟鉄筋コンクリート造地下１階地上８階延３,３７５.１平方米が落成。

３月 日 霞ヶ浦病院に中央病棟鉄筋コンクリート造地下１階地上４階建延７,８１８.４５平方米が落成。

６月７日 同窓会総会にて年会費５千円に値上げが承認。ヒポクラテス基金１億円突破。

月 日 創立 周年記念式典および祝賀会を京王プラザホテルに於て挙行。

昭和 年（１９８２）

７月 日 霞ヶ浦病院保険薬局棟鉄筋コンクリート造２階建延８８９.５平方米が落成。

７月 高橋記念館木造平屋建を霞ヶ浦病院に移築。

月 日 米国カンサス大学と姉妹校を提携し調印。

月 日 霞ヶ浦病院，中央病棟・保険薬局・高橋記念館の落成式挙行。

昭和 年（１９８３）

３月 日 霞ヶ浦病院に人工透析棟鉄筋コンクリート造地下１階地上４階延１,５５９.９１平方米が落成。

６月 日 同窓会総会にて役員の任期が２年から３年に延長。

７月 日 看護婦宿舎コスモハウス，鉄筋コンクリート造地上 階塔屋１階延６,０８６.２４平方米が落成。

９月２日 新病院第１期工事分・放射線治療部，地下１階，放射線Ｒ１部門及びがんセンター部門，地

下２階が落成。

昭和 年（１９８４）

６月 日 霞ヶ浦病院霞台職員住宅鉄筋コンクリート造延２,１００.８１平方米４階建が落成。

月９日 故原三郎氏の全財産が御遣言により大学に寄付された。

月 日 霞ヶ浦病院と中国大連医学院附属第一医院との間に学術交流提携の調印。

月 日 中華民国中山医学院との姉妹校提携調印。

昭和 年（１９８５）

３月 日 霞ヶ浦看護専門学校校舎，鉄筋コンクリート造２階建が落成。

月 日 大学新病院鉄筋コンクリート造地下２階地上 階建付属棟を含み延７０,９０９.１２平方米が落成。

昭和 年（１９８６）

３月 新病院周辺に大学創立 周年記念行事としての県木の植樹が始まる。

３月 日 大学創立 周年並びに新病院竣工記念式典祝賀会を京王プラザホテルにて挙行。

３月 ・ 日 学内向け大学創立 周年並びに新病院竣工記念祝賀会ヒルトンホテルにて挙行。

４月１日 大学新病院が開院。

６月 日 同窓会総会が大学創立 周年と新病院竣工開院記念祝賀会を兼ね開催。

７月 宮崎秀樹氏が参議院議員に当選。

月 日 全国支部長常任幹事懇談懇親会で，新病院の運用状況とマスタープラン学債について説明。

昭和 年（１９８７）



４月１日 「東京医科大学新聞のあゆみ」縮刷版第２編が大学 周年を記念して発行。

６月 日 ヒポクラテス基金２億円突破。

月 日 全国支部長常任幹事懇親懇談会で新マスタープラン学債Ｂ号について説明と協力要請。

月 日 第１回私立医科大学同窓会連絡会役員の集いが，本学同窓会の提唱により京王プラザホテル

で開催。今後の開催が決定。

月 日 東京医大がん研究事業団創立 周年記念式典。

月 日 南病棟，中央病棟改修工事完成式。

昭和 年（１９８８）

４月 研修室が同窓会館内に開設。国内外の若手研修者の宿泊に資することになる。

５月 中嶋宏氏（昭和 年卒）がＷＨＯ事務局長に就任。

月 日 全国支部長常任幹事懇親懇談会，及び臨時評議員会が開催され「大学病院敷地の高度利用に

ついて」の決議がなされた。大学の長期的な財政的安定及び教育，研究の活性化を図るため

敷地を活用して基金棟及び教育研究棟を建設することとなる。

昭和 年（１９８９）

平成元年（１９８９）

１月 日 霞ヶ浦病院学生宿舎，鉄筋コンクリート造４階建が落成。

３月 日 霞ヶ浦病院外来本館，鉄筋コンクリート造地下１階地上５階建が落成。

３月 日 霞ヶ浦病院 周年記念並びに外来本館竣工記念式典が土浦市京成ホテルで開催。

５月 日 同窓会設立 周年記念式典及び祝賀会が京王プラザホテルにて挙行。会員数は１０,０７７名とな

り，物故者が３,０３１名で現在数７,０４６名と報告。式典にて本学昭和 年卒，ＷＨＯ事務局長中

島宏氏の講演。

「東京医科大学同窓会 周年史」が刊行。

平成２年（１９９０）

３月 日 八王子医療センター看護婦宿舎Ａ館，鉄筋コンクリート造５階建，延面積３,１９９.８０m，腎研

究施設，軽量鉄骨造２階建，延面積１７０.７４mが落成。

７月 日 八王子医療センター外来病棟Ｂ館，中央病棟Ｃ館，地下１階地上５階建，延面積１４,３０９.３６m

，教育研究棟，鉄骨造４階建，延面積，１,２６１.６８m，厚生棟，鉄筋コンクリート造２階建，

延面積１,３７１.２８mが落成。

平成３年（１９９１）

５月 日 大学創立 周年記念式典および祝賀会を京王プラザホテルにて挙行。

平成４年（１９９２）

７月 日 東京薬科大学と姉妹校提携し調印。

平成５年（１９９３）

平成６年（１９９４）

平成７年（１９９５）

２月２０日 地下鉄丸ノ内線新駅出入口が竣工。

３月１０日 八王子医療センター内に法医学研究室，地下１階地上１階建，延面積２８６㎡が落成。

平成８年（１９９６）

月 日 大学創立 周年記念式典祝賀会を京王プラザホテルにて挙行。大学創立 周年誌刊行。

平成９年（１９９７）

平成 年（１９９８）

２月 日 霞ヶ浦病院開院 周年並びに新病棟，地下１階地上６階建延面積１０,４７３.１３㎡の竣工記念式

典・祝賀会挙行。

３月 日 八王子医療センターに研修医棟，地上３階延面積１,０２１.４５㎡が落成。

４月 日 東京医科大学敷地内に総合情報部棟，地上２階，延面積１,０５５㎡が落成。

月１日 中嶋宏氏が難病治療研究センター所長に就任。



平成 年（１９９９）

３月 日 同窓会設立 周年記念事業として，「自主自学」の記念額（太田義久氏書）を霞ヶ浦病院へ

寄贈。

４月３日 同窓会設立 周年記念事業として，「自主自学」の建学の碑（太田義久氏揮亳）を八王子医

療センターへ寄贈。

６月 日 同窓会設立 周年記念式典祝賀会を京王プラザホテルにて挙行。

平成 年（２０００）

６月 日 同窓会総会にて平成 年度から年会費１万円に値上げが承認。

平成 年（２００１）

６月 日 維持会設立 周年記念式典・祝賀会が京王プラザホテルにて挙行。

８月 日 霞ヶ浦病院用地１０,３８１.６８㎡を購入。

平成 年（２００２）

３月 日 霞ヶ浦病院 医療・福祉研究センター，鉄骨造地上２階建，延面積４,５００㎡が落成。

４月５日 八王子医療センター開院 周年並びに新病棟，鉄筋コンクリート造地上７階建，延面積１０,２

５３㎡の竣工記念式典・祝賀会を挙行。

月 日 東京医科大学敷地内に講義棟、地上２階、延面積４６９.８㎡が落成。

平成 年（２００３）

平成 年（２００４）

４月１日 大学病院敷地内に卒後臨床研修センターを開設。

平成 年（２００５）

平成 年（２００６）

８月 日 大学から同窓会館を学生の教育施設に活用したいとの要請を受け、同窓会、維持会事務所を

中西ビル５階と６階に移転。

月 日 大学創立９０周年記念式典・祝賀会を京王プラザホテルにて挙行。

平成 年（２００７）

６月 日 維持会総会にて、「東京医科大学維持会選考委員会内規」を改正。「維持会推薦の学校法人東

京医科大学役員・評議員選考委員会内規」と「東京医科大学維持会役員選考委員会内規」に

分離し、制定。

平成 年（２００８）

平成 年（２００９）

４月１日 霞ヶ浦病院を茨城医療センターと名称変更。

４月１１日 茨城医療センター開院６０周年記念ならびに新病院名披露記念式典・祝賀会が施設内にて挙

行。

６月２１日 同窓会９０周年式典・祝賀会が京王プラザホテルにて挙行。

平成 年（２０１０）

１月 創立１００周年事業として東京医科大学医学総合研究所を設置。

５月１６日 臨時総会にて、同窓会は直接選挙により選出された学校法人の卒業生監事１名及び卒業生評

議員２０名を承認。

７月６日 医学総合研究所開設記念講演会・パーティーが病院臨床講堂及びハイアットリージェンシー

東京にて開催。

９月 東京薬科大学および工学院大学と包括連携協定を締結。

平成 年（２０１１）

１月２３日 東京医科大学維持会解散式をハイアットリージェンシー東京にて開催。

３月３１日 東京医科大学維持会解散。

５月 東日本大震災に対し、同窓会は被災地岩手・宮城・福島支部宛見舞並びに義援金６００万円拠

出。



６月 日 同窓会員による直接選挙にて、会長１名、監事２名が選出され、同窓会総会にて承認。

７月 濟州大学校（大韓民国）と姉妹校提携調印。

７月 同窓会臨時総会において業務分担の人選が承認され、新たに法人化等検討委員会、創立１００

周年記念事業支援委員会など 委員会が発足。

月 ソウル大学校医科大学（大韓民国）および盆唐ソウル大学病院（大韓民国）と学生交流・学

術交流に関する協定を、盆唐ソウル大学病院と姉妹病院提携調印。

月 ユトレヒト大学（オランダ）と学生交流提携。

平成 年（２０１２）

３月 同窓会館取り壊しに伴い、同窓会用スペース確保要望書を会長より大学法人理事長宛提出。

５月 山田風太郎（本名山田誠也：昭 卒）記念館後援会入会。

６月 同窓会員用創立１００周年記念事業募金趣意書を作成発送。 月にも改訂発送。

月 臺北医學大學（台湾）と姉妹校および学生交流契約締結。

月 平成 年４月開設の医学部看護学科および大学院医学研究科医科学専攻修士課程の設置認

可。

月 ホーチミン市医科薬科大学（ベトナム）と姉妹校および学生交流契約締結。

月 赤枝恒雄氏が衆議院議員に当選。

平成 年（２０１３）

３月 EmotionalCapital企画支援検討委員会

テーブルマナー接遇講習会、「平穏死 の条件」講演会（講師長尾和宏先生：昭 卒）、東フ

ィルクラシックコンサート等に在学生を招待。

４月 医学部看護学科および大学院医学研究科医科学専攻修士課程を設置。

５月 学校法人平成 年卒業生監事２名及び卒業生評議員 名候補者選出選挙を会員の投票により

実施。

６月 平成 年度通常総会において一般社団法人東京医科大学医学部医学科同窓会定款が承認され

た。

７月 創立１００周年事業として大学病院敷地内に教育研究棟（自主自学館）、地上 階建、延面積１

６,４８６.０３㎡が落成。

７月 羽生田俊氏が参議院議員に当選。

８月 新病院建設のため同窓会館が取り壊され、 年間の歴史を閉ず。

８月 名誉教授伊東洋著「創学の碑 東京医科大学の夜明け 高橋琢也の真」出版。

月 看護専門学校創立 周年記念式典・講演・祝賀会がハイアットリージェンシー東京にて挙

行。

月 ペーチ大学医学部（ハンガリー）と姉妹校および学生交流提携調印。

平成 年（２０１４）

１月 茨城医療センターが阿見町と連携協力協定締結。

１月 一般社団法人東京医科大学医学部医学科同窓会定款新宿公証役場にて承認。

１月 臨時総会において定款施行細則承認。新同窓会役員選出選挙実施方法承認。

２月 東京医科大学敷地内に第一看護学科棟、塔屋１階鉄骨造、一部鉄筋コンクリート造の地下１

階・地上５階、延面積３９７７.４１㎡が落成。

３月 一般社団法人東京医科大学医学部医学科同窓会会長・監事・理事候補者選出選挙実施。

４月 一般社団法人東京医科大学医学部医学科同窓会設立（東京法務局新宿出張所登記）。

５月 一般社団法人東京医科大学医学部医学科同窓会第１回社員総会において会長・監事・理事が

選定され、業務執行理事・常任理事・顧問が承認された。




